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山ノ内町森林環境譲与税の活用に向けた基本方針 

 

令和６年３月 12日 

１ 背景 

  平成 31年４月１日から森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律が施行され、同年９

月から税徴収に先行して市町村及び県に譲与が開始されており、その全額を森林の経営管

理に必要な施策に要する費用に充てることとされている。 

  このため、山ノ内町では森林環境譲与税を有効に活用するため、方針を定める。 

２ 現状と課題 

・山ノ内町の森林は 23,430haで、うち民有林は 17,849haとなっている。 

・民有林のうち人工林は 3,552haとなっている。 

・山ノ内町内では、森林所有者と森林組合の契約に基づき、57の林班において森林経営

計画がされ、令和元年度時点の有効面積の累計が 2,565haとなっている。 

・山ノ内町内では、森林組合による木材搬出の他、民間事業者による木材搬出やキノコ

栽培向けのオガ材の生産に加え、また、新たに民間林業企業が起業し木材搬出も予定

されるなど林業の活性化が見込まれている。 

・山ノ内町では木材の利活用を中心とした搬出間伐等の施業を行う森林経営計画の策定

を通じて山林の境界明確化事業をこれまで進めてきた。しかし、境界不明確な山林が

多数あり、地形や地理条件が良くても、森林経営計画が未策定となっている。 

また、防災・減災・ライフライン整備といった環境や住民の生活に重点を置いた環

境林整備事業も必要とされ、それに伴う境界明確化も重要とされる。 

・山ノ内町防災マップ（土砂災害）によれば、里山や川や沢など身近な場所で土砂災害

警戒区域が存在している。 

・町内全域において野生鳥獣の出没や野生鳥獣による農作物被害が多数発生している。 

・山ノ内町では、これらを取り囲む森林の管理が、住民の生活・生計の維持を図る上で

重要な課題となっている。 

 

３ 今後の方向性 

  ・山ノ内町では国から譲与される森林環境譲与税を次の方針に基づき有効に活用する。 

   ① 山林の境界明確化事業を行う。（事業計画は別表のとおり） 

   ② 林業関係団体等が実施する事業に対して補助金を交付する。 

   ③ 里山の防災減災のための森林整備を行う。 

   ④ 森林整備のための林道等の整備・維持修繕を行う。 

 

４ その他 

  ・方針に基づき位置図を示す。この位置図は現時点の方針を地図に示したものであるた

め、変更の必要があれば随時修正する。 
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【別表】山林の境界明確化事業計画 

事業名：山ノ内町林地台帳整備事業（現況調査） 

年度 場所 林小班 面積 

R 5 安南平 21林班わ、147、148、149林班 169ha 

R 6 倉下 46林班 111ha 

R 7 十二沢 22林班い、ろ、は 44ha 

R 8 十二沢 22林班に、ほ 47ha 

R 9 坊平 22林班へ、と 92ha 

R10 上林 23林班い、24林班 37ha 

R11 上林 23林班い、ろ、は 65ha 

R12 坪根 25林班い、ろ、は、に 41ha 

R13 坪根 25林班ほ 40ha 

R14以降 未定 未定 未定 

上記の計画は予定のため、変更となる場合がある。 

現況調査では、現地での所有者による立会、境界杭の設置及び測量等を行う。 

併せて、所有者のアンケート（意向調査）を行う。 


